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２
０
２
２
春
闘
方
針
（
案
）
を
論
議
！ 

全
国
一
般
大
阪
第
３
回
執
行
委
員
会 

 

全
国
一
般
大
阪
第
３
回
執
行
委
員
会
は
12
月
11
日
、

全
国
一
般
大
阪
事
務
所
で
開
催
、
全
国
一
般
大
阪
2022

春

闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
に
む
け
て
2022

春
闘
方
針
草
案

な
ど
で
論
議
を
深
め
た
。 

 

全
国
一
般
評
議
会
2022

春
闘
討
論
集
会
が
12
月
19

日
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
傾
向
の
な
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
開

催
、
討
論
集
会
で
は
2022

春
闘
方
針
案
が
議
論
さ
れ
、
賃

上
げ
要
求
１
万
3500

円
以
上
を
基
本
と
す
る
方
針
提
案

と
組
織
・
争
議
報
告
な
ど
で
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。

全
国
一
般
評
議
会
方
針
案
で
、
連
合
は
９
年
連
続
で
賃

上
げ
・
ベ
ア
２
％
程
度
を
基
準
ま
た
は
定
昇
込
み
４
％

程
度
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
連
合
中
小
共
闘
は
、
１

万
500
円
（
4500

円
＋
6000

円
）
以
上
を
要
求
基
準
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
連
合
や
全
国
一
般
評
議
会
の
議
論
を

経
て
全
国
一
般
大
阪
と
し
て
、
2022
春
闘
で
は
、
大
手
と

中
小
の
格
差
縮
小
・
是
正
な
ど
生
活
向
上
な
ど
を
考
慮

す
る
と
１
万
3500
円
以
上
の
要
求
は
当
然
で
あ
る
。
し
か

し
連
合
大
手
産
別
で
は
自
動
車
や
電
機
な
ど
で
一
律
賃

上
げ
の
見
直
し
と
要
求
・
回
答
の
不
開
示
な
ど
の
問
題

も
あ
る
。
一
方
で
景
気
動
向
は
、
円
高
・
株
価
高
、
原

材
料
高
の
な
か
で
大
手
企
業
を
中
心
に
し
て
好
調
な
企

業
業
績
を
拡
大
さ
せ
、
内
部
留
保
（
2020
年
度
484
兆
円

超
・
前
年
比
２
％
増
９
年
連
続
）
と
す
る
一
方
で
、
中

小
企
業
で
は
厳
し
い
経
営
困
難
な
状
況
が
継
続
。
他
方

で
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
日
本
経
団
連
は
、
2022
春
闘
に
つ
い

て
は
、
収
益
が
増
大
し
た
企
業
は
「
昇
給
に
加
え
、
ベ

ア
実
施
を
含
め
た
『
新
し
い
資
本
主
義
』
の
起
動
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
引
き
上
げ
が
望
ま
れ
る
」
と
し
た
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
全
国
一
般
大
阪
は
、
（
１
）
2022

春

闘
方
針
草
案
は
①
賃
金
体
系
・
制
度
の
改
善
と
し
て
、

労
働
者
間
の
競
争
を
生
み
出
す
能
力
・
業
績
・
成
果
主

義
賃
金
の
導
入
に
反
対
し
、
「
団
結
で
き
る
賃
金
」
「
安

定
し
た
賃
金
制
度
」
の
確
立
を
め
ざ
し
て
「
月
給
制
」

へ
の
改
善
と
「
定
期
昇
給
制
度
」
の
確
立
に
む
け
と
り

く
む
。
ま
た
「
出
来
高
・
歩
合
給
」
は
「
固
定
給
」
へ

の
改
善
を
は
か
る
と
り
く
み
を
す
す
め
る
。
②
平
均
賃

金
引
き
上
げ
要
求
基
準
で
は
、
全
国
一
般
評
議
会
の
考

え
方
を
ふ
ま
え
、
全
国
一
般
大
阪
の
賃
金
実
態
を
も
と

に
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
と
格
差
縮
小
・
是
正
を
は

か
る
要
求
と
し
て
、
定
昇
相
当
分
（
年
令
１
才
・
勤
続

１
年
当
り
の
定
期
昇
給
相
当
額
4500

円
）
と
、
生
活
向
上

分
、
格
差
是
正
分
（
9000

円
以
上
）
を
加
え
て
、
次
の
通 

  

求
基
準
を
設
定
す
る
。 

   

平
均
賃
上
げ
要
求 

１
３
、
５
０
０
円
以
上 

    

「
賃
上
げ
要
求
根
拠
」 

①
定
期
昇
給
相
当
分 

 
 

４
、
５
０
０
円 

 

②
生
活
向
上
（
物
価
上
昇
） 

７
、
２
０
０
円 

③
格
差
是
正
分 

 
 
 
 
 

１
、
８
０
０
円 

 

④
パ
ー
ト
（
時
間
給
）
労
働
者
の
賃
上
げ 

  

平
均
賃
上
げ
要
求 

１
３
、
５
０
０
円
以
上 

「
賃
上
げ
要
求
根
拠
」 

① 

定
期
昇
給
相
当
分 

 
 

４
、
５
０
０
円 

 

り
要
求
基
準
を
設
定
す
る
。 

平
均
賃
上
げ
要
求 

１
３
、
５
０
０
円
以
上 

「
賃
上
げ
要
求
根
拠
」 

①
定
期
昇
給
相
当
分 

 
 
 

４
、
５
０
０
円 

②
生
活
向
上
（
物
価
上
昇
） 

７
、
５
０
０
円 

③
格
差
是
正
分 

 
 
 
 
 

１
、
５
０
０
円 

 

④
パ
ー
ト
（
時
間
給
）
労
働
者
の
賃
上
げ 

 
 
 

時
給
50
円
以
上 

 

絶
対
額
1150

円
以
上 

（
２
）
夏
季
一
時
金
の
要
求
基
準 

 
 
 

基
準
内
賃
金
の
３
ヵ
月
（
年
間 

６
ヵ
月
） 

（
３
）
組
織
強
化
拡
大
と
争
議
組
合
支
援 

そ
の
た
め
2022

春
闘
方
針
に
つ
い
て
は
、
１
月
29
日
に

開
催
の
2022

春
闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
の
中
で
、
代
議

員
な
ど
多
く
の
仲
間
の
参
加
で
活
発
な
論
議
を
行
い
、

春
闘
方
針
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
く
。 

地
裁
・
労
働
委
員
会
闘
争
に
支
援
・
連
帯
、

争
議
組
合
の
決
着
に
向
け
前
進
を
図
ろ
う 

 

 
全
国
一
般
大
阪
で
は
、
多
く
の
組
合
・
支
部
が
法
廷

闘
争
、
職
場
闘
争
を
奮
闘
し
て
い
る
。 

㋐
サ
ン
プ
ラ
ザ
労
組
は
、
協
定
書
案
・
あ
っ
旋
、
不
当

労
働
行
為
救
済
申
立
36
号
事
件
（
団
交
拒
否
等
２
・
３

号
）
。
㋑
内
藤
証
券
労
組
は
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立

34
号
（
２
・
３
号)
、
追
加
申
立
61
号
（
１
・
３
号
）

の
と
り
く
み
を
展
開
し
て
い
る
。
㋒
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ

か
①
マ
テ
ロ
ッ
ク
ス
支
部
解
雇
撤
回
弁
論
継
続
、
救
済

申
立
勝
利
・
地
裁
取
消
訴
訟
、
②
シ
ー
ク
ス
支
部
懲
戒

解
雇
労
働
審
判
・
完
全
勝
利
（
本
訴
弁
論
和
解
中
）。
ま

た
、
③
ホ
ロ
ニ
ク
ス
支
部
（
医
誠
会
病
院
）
地
位
確
認

と
医
誠
会
病
院
に
よ
る
ビ
ラ
巻
き
・
損
害
賠
償
請
求
事

件
、
④
Ｅ
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
支
部
解
雇
労
働
審
判
勝
利
・
地
裁

弁
論
和
解
、
⑤
都
島
自
動
車
学
校
支
部
不
当
労
働
行
為

救
済
申
立
25
号
事
件
な
ど
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
各
組
合
・
支
部
の
地
裁
・
労
働
委
員
会
や 

職
場
で
粘
り
強
く
闘
う
仲
間
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
引 

き
続
き
要
請
し
た
い
。 

全
国
一
般
大
阪
・
組
織
化
、
組
織
強
化 

 

拡
大
の
と
り
く
み
を
通
年
的
に
実
施
！ 

組
織
強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み
は
、
多
く
の
単
組
・

支
部
で
は
正
規
・
非
正
規
、
全
国
一
般
評
議
会
は
毎
年

５
％
の
組
織
化
実
現
、
全
国
一
般
大
阪
は
毎
年
１
名
が 

 

１
組
合 

      

員
、
単
組
が
３
年
に
１
組
合
の
組
織
化
方
針
を
と
り

く
ん
で
き
た
。
全
国
一
般
大
阪
は
こ
の
１
年
間
に
、
200

件
超(

前
年
並)

の
労
働
相
談
に
対
応
し
、
ユ
ニ
オ
ン
お

お
さ
か
各
支
部
な
ど
24
組
合
・
48
名
の
組
織
化
・
組
合

員
化
を
実
現
、
引
き
続
き
、
と
り
く
み
を
強
化
し
よ
う
。 

原
発
・
核
燃
か
ら
の
撤
廃
を
！ 

２
０
２
１
秋
の
関
西
集
会 

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合 

書
記
次
長 

太
田
崇
晴 

 

2021

年
11
月
27
日(

土)

、
13
時
40
分
か
ら
エ
ル
お
お

さ
か
南
ホ
ー
ル
５
階
で
『
原
発
・
核
燃
か
ら
の
撤
廃
を
！ 

2021

秋
の
関
西
集
会
』
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
一

般
大
阪
か
ら
は
道
脇
書
記
長
、
木
下
執
行
委
員
、
飯
塚

特
別
執
行
委
員
、
そ
し
て
私
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場

は
テ
ー
ブ
ル
席
が
す
べ
て
埋
ま
っ
て
い
て
、
仮
設
の
椅

子
に
座
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
は
『
原
発
・
核
燃
の
過
酷
事
故
』
と
し
て
、

原
発
や
核
燃
施
設
が
自
然
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
想
定

さ
れ
る
事
故
の
危
険
性
を
訴
え
る
「
映
画
カ
タ
ス
ト
ロ

フ
ィ
」
の
一
部
の
上
映
が
あ
り
、
そ
の
後
2014

年
の
関
西

電
力
大
飯
原
発
の
運
転
差
し
止
め
判
決
を
出
し
た
元
福

井
地
裁
裁
判
長
の
樋
口
英
明
さ
ん
が
当
時
の
こ
と
を
交

え
な
が
ら
司
法
の
観
点
か
ら
原
発
の
危
険
性
を
訴
え
て

い
ま
し
た
。 

第
二
部
は
講
演
１
と
し
て
、
環
境
経
済
研
究
所
代

表
・
法
政
大
学
講
師
の
上
岡
直
見
さ
ん
が
『
原
子
力
災

害
を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
国
・
自
治
体
が
掲
げ
て
い

る
原
子
力
防
災
計
画
や
避
難
計
画
の
脆
弱
さ
を
具
体
的

に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
訴
え
、
ま
た
国
省
庁
・
規

制
委
員
会
・
発
電
事
業
者
・
都
道
府
県
な
ど
の
無
責
任

な
対
応
を
批
判
し
つ
つ
、
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

15
分
の
休
憩
を
挟
ん
で
講
演
２
で
は
、
市
民
環
境
研

究
所
理
事
の
守
田
敏
也
さ
ん
が
『
原
発
災
害
か
ら
の
い

の
ち
の
守
り
方
』
を
テ
ー
マ
に
熱
弁
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

冒
頭
で
は
原
発
が
停
止
し
て
も
、
廃
炉
に
な
っ
て
も
使

用
済
み
核
燃
料
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
限
り
原
子
力
災

害
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
し
、
自
然
災
害
に
も
目

を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
災

害
時
に
は
人
は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
や
同
調
性
バ
イ
ア
ス

に
陥
り
や
す
く
、
ま
ず
は
「
と
っ
と
と
逃
げ
る
こ
と
」

が
先
決
で
あ
り
、
自
ら
率
先
し
て
逃
げ
る
こ
と
の
重
要

性
を
繰
り
返
し
仰
っ
て
い
ま
し
た
。 

国
内
外
の
原
発
推
進
派
か
ら
は
、
原
発
や
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
が
温
暖
化
対
策
に
必
要
で
は
な
い
か
と
喧
伝
さ

れ
て
い
る
が
、
集
会
で
は
、
原
発
は
人
類
と
は
共
存
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。 

                    

第
三
部
は
『
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
と
避
難
計
画
』
各
地
の

報
告
と
討
論
が
あ
り
、
そ
の
後
質
疑
応
答
で
は

4

人
の
方

が
質
問
さ
れ
、
原
発
問
題
と
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

答
え
て
い
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
は
美
浜
・
大
飯
・
高
浜
原
発
の
こ
と
は
ニ
ュ
ー

ス
で
知
る
程
度
だ
っ
た
の
で
今
回
の
集
会
に
参
加
し
て
初

め
て
、
地
震
や
自
然
災
害
な
ど
で
近
畿
圏
に
ま
で
被
害
が

及
び
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。
実
際
に
地
震
や
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
被
害
拡

大
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る

こ
と
が
出
来
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 

１
組
合
員
、
単
組
が
３
年
に
１
組
合
の
組
織
化
方
針
を
と

り
く
ん
で
き
た
。
全
国
一
般
大
阪
は
こ
の
１
年
間
に
、
200

件
超(

前
年
並)

の
労
働
相
談
に
対
応
し
、
ユ
ニ
オ
ン
お
お

さ
か
各
支
部
な
ど
24
組
合
・
48
名
の
組
織
化
・
組
合
員

化
を
実
現
、
引
き
続
き
、
と
り
く
み
を
強
化
し
よ
う
。 

全
国
一
般
評
議
会
2022

春
闘
討
論
集
会 

2022

春
闘
討
論
集
会
が
12
月
18
～
19
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

を
中
心
に
100

名
の
仲
間
の
参
加
で
開
催
（
９
時
半
～
17

時
）、
冒
頭
、
福
島
議
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
多
く
の

活
動
が
制
約
さ
れ
て
い
る
も
と
で
、
医
療
関
連
労
働
者
の

奮
闘
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
立
憲
後
退
、
自
公
安
定
多
数

の
衆
議
院
選
総
括
、
来
夏
の
参
議
院
（
鬼
木
誠
候
補
）
必

勝
を
呼
び
か
け
た
。
一
方
、
2022

闘
で
経
団
連
は
、
賃
上

げ
は
各
企
業
判
断
と
の
姿
勢
、
連
合
は
４
％
（
ベ
ア
、
定

昇
）
と
し
て
い
る
が
、
大
手
産
別
に
足
並
み
の
乱
れ
も
あ

る
。
全
国
一
般
評
議
会
は
１
万
3500

円
で
闘
う
、
組
織
強

化
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
、
公
共
民
間
評
議
会
と
の
連
携
強

化
を
進
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

 

連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
、
自
治
労
公
共
民
間
評
議
会
・
橋

本
議
長
が
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
公
民
評
の
と
り
く
み
と
全

国
一
般
評
議
会
と
の
連
携
強
化
、
自
治
労
本
部
・
藤
森
副

委
員
長
が
組
織
強
化
と
2022

春
闘
に
向
け
各
組
合
・
組
合

員
の
団
結
を
さ
ら
に
強
化
し
、
と
り
く
も
う
と
激
励
し

た
。
鬼
木
誠
参
議
員
候
補
も
駆
け
つ
け
決
意
を
表
明
し

た
。
次
い
で
、
全
国
一
般
評
議
会
・
亀
﨑
事
務
局
長
が
賃

上
げ
１
万
3500

円
を
含
む
2022

春
闘
方
針
案
と
賃
金
実
態
調

査
・
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
提
起
し

た
。
組
織
強
化
拡
大
・
争
議
報
告
で
は
福
岡
、
岐
阜
地
方

労
組
、
大
阪
（
太
田
書
記
次
長
）
が
労
働
相
談
・
組
織
拡

大
報
告
を
行
っ
た
。
質
疑
討
論
で
は
、
12
名
の
仲
間
が

組
織
強
化
拡
大
、
春
闘
、
連
合
方
針
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
論
議
・
発
言
に
対
し
て
、
本
部
答
弁
が
な
さ
れ
た
。 

 

講
演
で
は
、『
衆
議
院
総
選
挙
結
果
と
野
党
の
課
題
』

に
つ
い
て
法
政
大
学
・
山
口
二
郎
教
授
が
提
起
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
選
挙
で
無
責
任
な
岸
田
政
権
の
多
数
を
許
し

た
。
野
党
共
闘
は
一
定
成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
自
公
政
権

の
矛
盾
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
野
党
の
準

備
不
足
な
ど
を
指
摘
。
来
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
消
費

税
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
政
策
論
議
を
十
分
に
行
い
、

体
制
づ
く
り
を
は
か
る
な
ど
の
課
題
を
指
摘
し
た
。 

最
後
に
福
島
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
終
了
し
た
。 

 
   
 
 
 
 

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合 

２
０
２
２
春
闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
・
旗
開
き 

日 

時
：
２
０
２
２
年
１
月
２
９
日
（
土
）
13
時 

場 

所
：
Ｊ
Ａ
Ｍ
西
日
本
会
館
（
肥
後
橋
） 


